


























輸送の安全を確保するための取り組み
優秀ドライバー育成のための教育・研修体制の整備、「ハンドル左切り・ローギア発進」
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＞＞3つの側面からの取り組みの成果

　地球温暖化防止への取り組みは、企業としての重要な
社会的責任です。
　ヤマト運輸（株）は、2003年に策定した「ヤマト運輸 
地球温暖化防止目標」で、企業としての成長を維持しつ
つ、2012年度のCO2
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【仕組み】











年度比117％となっています。
　海運では、有明～苫小牧など4区間で実施しています。
2007年度の取扱量
は、利用航路廃止の影
響で前年度比91％に
とどまりました。

地球温暖化防止に向けて
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＞＞障がい者の新たな就業ルートとして
　「障がい者によるクロネコメール便配達事業」は、ヤ
マト運輸（株）のメール便配達業務を、障がい者に新た
な仕事の場として斡旋するもので、  ヤマト運輸
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■社員構成（連結）

社員とともに
17万人近いヤマトグループの社員が個性と能力を十分に発揮できるよう諸制度を整
備。働く喜び、活力と熱気、







お客様とともに
グループ社員一人ひとりが、それぞれの立場で、





お客様の期待に応えて進化を続ける

クロネコメール便は、2007年度の取り扱い冊数が22
億冊を超えるなど、ヤマト運輸（株）の成長著しい商品
です。そうした中、「配送だけでなく、製作・印刷も
任せたい。さらに手軽な料金で利用できる商品がほし
い」と、多くのお客様からご要望をいただきました。
そこで、大日本印刷（株）と協力
して、「シートメール」を発売。
印刷過程で仕分けを行うため、配
送運賃は従来のクロネコメール便
より安くご提供でき、また圧着タ
イプで多くの情報を発信すること
ができるようになりました。

ヤマトシステム開発（株）では、大量の通知文書や重要
データを印刷・郵送しているお客様から、「封入などの
作業を軽減し、コスト削減を図りたい。またインター
ネットやFAXでも受け取れるようにしたい」というご
要望をいただいていました。そこで、受取人が希望す
る方法（電子配信・FAX・郵便
orメール便）でサーバーに蓄積し
た情報を配信する「電子封筒サー
ビス」を開始。コスト削減、情
報伝達のスピードアップを実現
するとともに、暗号化やパスワー
ド機能により、データのセキュリ
ティも確保しています。

お客様の声をかたちにして、2007年度にスタートしたサービス事例

印刷と配送を一手に行うメール便
「シートメール」2007年9月スタート

受取人が希望する方法（電子配信・FAX・郵便）で配信

「電子封筒サービス」2008年1月スタート

　ヤマトグループでは、新サービスの開発とともに、お
客様の期待や克
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「キッザニア東京」への出展ーー働く意義や社会のルールを楽しく学ぶ
　「キッザニア東京」は、子どもたちがさまざまな仕事



北海道支社
洞爺湖サミットで歓迎ステッカー
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株主・投資家とともに



第三者意見

　今回「ヤマトグループCSR報告書2008」を読んで、
あらためて、ヤマトグループの明確な意志、スピリット
を感じました。
　この激動の時代にヤマトグループが、創業者の強い精
神に基づく様々な努力と知恵により、いま21世紀の新
しい企業スタイルへと変貌をとげようとしています。






